
鉱工業・建設業　　

工業の概況

～平成２６年工業統計調査結果（確報）より～

　平成２６年の本県の生産活動を見ると、製造品出荷額等（従業者４人以上の事業所）
は、１兆５，６２４億９，４００万円で、前年に比べて６５３億２，６００万円
（４．０％）の減少となった。
　これを業種別に見ると、もっとも減少した業種は、はん用機械器具製造業
２，００２億７，３００万円（増減率▲４７．７％）、次に、情報通信機械器具製造
業の２１３億１，１００万円（同▲２０．５％）、電気機械器具製造業は２０３億
４，０００万円（同▲３６．８％）など８業種で減少した。
　一方、増加した業種は、輸送用機械器具製造業１，０４１億３，１００万円（同+
３９．６％）、電子部品・デバイス・電子回路製造業５２２億３，４００万円（同+
２１．４％）、金属製品製造業１１７億４,６００万円（同+２６．３％）など１４
業種であった。
　この結果、業種別構成比は、輸送用機械器具製造業２３．５％（３，６７１億
９，４００万円）で最も大きく、電子部品・デバイス・電子回路製造業１９．０％
（２，９６１億３,４００万円）と続き、以下、食料品製造業１６．０％
（２，４９５億３，９００万円）という順になっており、これら３業種の計で全体の
５８．５％（９，１２８億円６，７００万）を占めている。　
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　出荷額等の産業別割合
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　出荷額等と対前年増減率の推移
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 （県統計課）


